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日向市社会福祉協議会日向市社会福祉協議会

「美々津サミット」「美々津サミット」

　本会では、美々津小学校５・６年生と協働した「地域を基盤とした福祉教育」に取り組んでいます。令和７年度は
７年目の取り組みとして、総合的な学習の時間を活用し、全１６回３５単元の授業を実施しました。

　昨年度最後の授業では、美々津小学校区域内外に在住の地域住民、福祉関係者等が参加し、「美々津サミット」
を開催しました。「美々津サミット」では、１年間の授業の報告と参加者との協議の場を設け、美々津地区の未来に
ついて語りました。

　本会の取り組む「地域を基盤とする福祉教育」は、児童と地域関係者が共に考え、行動し、学びあうことを通して、
①地域住民の生きる力を育むこと ②地域住民の支える力を高めることを目的に実施しています。
　本会は、今後も市内各学校・地域で『地域を基盤とした福祉教育プログラム』を推進していきます。

　その他福祉教育に関する取り組みについては、４ページをご覧ください。

美々津小学校５・６年生地域を基盤とした福祉教育プログラム２０２６

 子どもと未来を創造する ～ 福祉と教育の協働 ～

美々津小学校５・６年生地域を基盤とした福祉教育プログラム２０２６

 子どもと未来を創造する ～ 福祉と教育の協働 ～

６年生 世代間交流の場をつくりたい！

５年生 立縫・石並幸せ調査隊
観光客を増やしたい！

５年生 別府福祉調査隊
地区の伝統を守りたい！

５年生 地域幸せ調査隊
空き家の問題を発信したい！

６年生 買い物の問題を解決したい！ ６年生 美々津に人を増やしたい！６年生 世代間交流の場をつくりたい！

５年生 立縫・石並幸せ調査隊
観光客を増やしたい！

５年生 別府福祉調査隊
地区の伝統を守りたい！

５年生 地域幸せ調査隊
空き家の問題を発信したい！

６年生 買い物の問題を解決したい！ ６年生 美々津に人を増やしたい！
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≪令和８年度社会福祉協議会運営方針≫
【日向市の現状】
　本市では、少子高齢化と人口減少が進行する中、単身世帯の増加や核家族化、人々の交流機会の減少など
を背景に、地域産業の人手不足による低迷や、地域を支える力の弱体化が顕著になっています。さらに、電
気・ガスなどの光熱水費や生活必需品の物価上昇により、社会環境は一層深刻化しています。また、気候温
暖化の影響による台風の大型化や、30年以内の発生が予測されている南海トラフ地震など、大規模災害が
いつ発生してもおかしくない状況にあります。

　このような課題に対し、日向市社会福祉協議会（以下「本会」）は、「ともに生きる豊かな地域社会の実
現」を基本理念とし、将来にわたって「安心して暮らすことができる日向市」の実現に取り組んでまいりま
す。そのためには、誰一人取り残されることなく、世代や分野を超えてつながり合い、住民一人ひとりが役
割や生きがいを持って生活できる、地域で支え合う「地域共生社会」の実現が重要です。

（１）本会の目指すもの

　本会には、地域福祉を推進する核としての役割が求められています。地域全体のニーズや、既存制度では
対応が難しい「制度の狭間のニーズ」を丁寧に把握し、行政・関係機関・一般事業者等と協働しながら、総
合相談体制の充実や生活支援体制の強化に取り組み、地域課題の解決に向けて邁進してまいります。
　①多職種連携による買い物支援・移送支援の推進、住民主体による百歳体操やサロンなど「集いの場」
　　の創出を支援し、地域力の向上を図ります。
　②5年後・10年後を見据えた継続的な人づくり（福祉教育）を進めてまいります。
　③社会的孤立を防ぐ地域づくりを推進します。　
　地域共生社会の実現には、本会だけでなく、「人材」「資金」「情報」が不可欠です。地域の皆様の力を
お借りし、行政をはじめ多様な機関と協働しながら、職員一人ひとりが業務の垣根を越えて一丸となり、取
り組みを進めてまいります。

（２）取　組　み

　本会が市民から信頼され、法人の使命である「ともに生きる豊かな地域社会づくりの推進役」として、そ
の機能を発揮できるよう、経営・執行体制の見直しを図り、支出の改善と収入の確保に努めます。また、既
存事業の見直しや新規事業の創出などを通じて、収支不足の財政体質を改善し、安定的、継続的、効率的な
組織経営の基盤整備に取り組みます。　

（３）市民に信頼される持続可能な法人運営の基盤づくり

①地域住民を主体とした「ともに生きる豊かな地域社会」の実現
②誰もが人格と個性が尊重され、その人らしい生活をおくることができる福祉サービスの実現
③地域住民及び福祉組織・関係者の協働による包括的な支援体制の構築
④地域生活課題に基づく先駆的・開拓的なサービス・活動の創出
⑤持続可能で責任ある自律した組織経営

＜経営理念＞

①地域に開かれた組織として、経営の透明性と中立性、公正さの確保を図るとともに、情報公開や説明責任
　を果たし、地域社会の支持・信頼を得られるよう、積極的な情報発信を図る。
②事業の展開にあたって、「連携・協働の場」（プラットフォーム）としての役割を十分に発揮し、地域住
　民や関係機関・団体等、あらゆる関係者の参加と協働を徹底する。
③事業の効果測定やコスト把握等の事業評価を適切に行い、効果的で効率的な自律した経営を行う。
④すべての役職員は、高潔な倫理を保持し、法令を遵守する。

＜基本方針＞
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　本会は「連携・協働の場」として地域住民の複合化・多様化した地域生活課題や潜在的ニーズを受け止め、
地域を基盤に解決につなげる支援やその仕組みを多様な地域関係者と協働し、つくることを目的に、具体的
な事業展開を図ります。

（４）事業展開の基本的な考え方

　地域住民の複雑化・複合化した生活課題に対し、専門職による包括的な支援と地域住民の主体的な活動の
協働によって解決できる支援体制を構築し、地域共生社会の実現を目指します。

重点事業１　重層的支援体制整備事業

　日向市内６圏域に生活支援コーディネーターを配置し、地域住民をはじめとする多様な主体が参画する生
活支援サービス提供体制の構築に向けて、地域における支え合い活動を支援します。

重点事業２　生活支援サービス体制構築等推進事業

　「認知症になっても安心して暮らすことができるまちづくり」のために、医療・福祉・地域が連携し、認知
症当事者やその家族を地域で支えるための体制づくりや、認知症当事者の支援から地域共生社会の実現を目
指す地域づくりを推進します。

重点事業３　認知症地域支援体制構築等推進事業

　地域で自立した生活を送ることが困難な個人や世帯に対して、総合相談体制の強化を図り、自立した生活
を送るために必要な支援を行います。令和８年度においては生活困窮者就労準備支援プログラムを本格的に
実施してまいります。

重点事業４　生活困窮者自立支援事業

　長寿高齢社会の進展に伴い判断能力が不十分で日常生活での支援が必要な方々が急増している現状に対し
て、日常生活自立支援事業、法人後見体制整備支援事業の支援体制の整備・充実に努めてまいります。

重点事業５　権利擁護支援体制整備事業

　人口減少による超高齢社会、地域の担い手不足等の中山間地域特有の生活課題に対し、日向市作成の「日
向市東郷地域振興計画」に基づき、「連携・協働の場づくり」を掲げ、行政と共に課題の抽出に取組み、地
域住民を主体とした支援に引き続き尽力していきます。

重点事業６　中山間地域福祉推進体制事業

令和８年度収支予算の概要
　令和８年度の予算総額は３億８４８７万２千円になります。概要は下記の通りです。昨年と比較し東郷支所
で実施していた訪問介護に関係する事業を廃止したため、総額は減少しました。科目ごとには増額の予算編成
になっています。増額の内訳は、物価高騰や働き方改革、最低賃金の改正等に伴う人件費の見直しが中心にな
りました。
◎令和８年度　当初予算総額　 ３８４，８７２千円  
（財源内訳）　◆補助・助成金、受託金　 　 ２８９，２２０千円   (前年度比 　　 10.1％増　26,458千円増)
　　　　　　◆自主財源他（会費・寄付金等）９５，６５２千円  （前年度比 　約19.0％減　22,560千円減)

【収入の部】 【支出の部】補助・助成金　
65,301千円（17.0%）

地域支援費
59,633千円（15.5%）

自立支援費
50,639千円（13.2%）

在宅支援費
37,417千円（9.7%）

東郷支所
7,763千円（2.0%）

法人運営費
105,982千円
（27.5%）

施設管理費営費
123,438千円
（32.1%）

その他　
65,728千円（17.1%）

委託金　
223,919千円（58.1%）

介護保険・障がい給付費
5,360千円（1.4%）

会費・寄付金
9,448千円（2.5%）

繰入金
15,116千円（3.9%）

（単位：千円）
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　本会では、日向市内の小・中、高等学校を対象とした福祉教育を実施しています。
　学校からの依頼をもとに、担当教諭と打ち合わせを行い、学校や地域、児童・生徒の状況に合わせたプログラ
ムづくりに取組んでいます。
　今回は、自分たちが暮らす地域について学び、様々な人と出会いながら、地域のために自分たちができること
を考える実践（地域を基盤とした福祉教育プログラム）を進めてきた２校の取組みをご紹介します。
　

　塩見小学校では、「地域を基盤とした福祉教育」を実
施しており、今年度で６年目の取組みになります。
　このプログラムでは、自分たちが暮らす塩見地区をよ
り良くしていくために、グループごとに地域課題を設定
し、課題解決に向けて児童が主体的に「自分たちができ
ること」について考え、行動する活動です。児童はこの
活動を通して、地域を知ること、自分にできることを考
えること、考えや想いを伝えることなど様々なことにチ
ャレンジしています。
　地域住民や関係機関の協力を得ながら、地域とともに
塩見地区をより良くしていく取組みを行っています。

▶大人でもなかなかできないことに取り組み、形にして
　いるところがとても良かったです。私も地域の一員と
　して考えさせられました。
▶６年生の活動によって地域全体の笑顔が増えました。
　ご苦労様でした。ありがとうございます。
▶子ども達がいきいきして楽しそうです。それが地域の
　皆さんの元気に繋がると思います。

　餅まきを再開するために、
祭りの前日に「餅まき交流
会」を開催しました。
　当日は、大勢の方に参加い
ただき、地域で協力しながら
餅づくりをしました。

　地域の方と話をしたり、児童が作成した手作りの「こ
ま」や「めんこ」を使って遊んだり、交流の時間を楽し
みました。今回の活動は、交流会を通して地域の繋がり
をつくることだけでなく、児童が地域の伝統や歴史につ
いて知ることができる貴重な機会になりました。

 令和７年度　福祉教育

塩見小学校

実践紹介！地域の祭りを盛り上げたい！

　福祉教育は、学校・地域の相互に学びのある取組みです。福祉教育での実践が地域の課題解決につながるなど、
地域づくりとしての役割も担っています。
　今年度も学校や地域の状況に合わせたプログラムづくりに取組んでいきます。福祉教育へのご理解・ご協力をよ
ろしくお願いいたします。

担当：林、藤田

　細島小学校では令和６年度より、４年生を対象とした
福祉教育プログラムを実施しています。地域内を歩いて
調査し、暮らしている様々な人に出会いながら、“地域
の良いところ”“地域の困りごと”“暮らしている人の想
い”にふれる学習です。
　最終学習では、地域の方々や保護者を対象に「報告
会」を開催し、学びの振返りを行いました。

細島小学校

▶地域の人たちに会って、質問して、関わり合いもも
　ててとても良いことだと思います。
▶これからも細島のことをもっと勉強して、今以上に
細島を好きになってほしい。
▶私も知らないことや、地域の人が考えていることを
知れて、もっと細島が好きになりました。
▶大きくなってほかの地域に行っても、帰ってこられ
る所として細島があるということを忘れず、自信を
もって色んなことに挑戦してほしいと思います。
▶昨年の４年生の発表も聞きましたが、子どもたちの
感じ方や地域の様子もどんどん変わっていくものな
んだなあと思いました。

報告会参加者の感想

地域住民からのメッセージ

奥野区

ふくしって何だろう？ 地域調査・インタビュー

地域診断書作成 報告会の開催奥野区

ふくしって何だろう？ 地域調査・インタビュー

地域診断書作成 報告会の開催
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「令和７年度生活支援サポーター養成講座」を開催しました「令和７年度生活支援サポーター養成講座」を開催しました
　日向市では、誰もが安心して暮らすことのできるまちづくりを目指し、医療・介護・予防・住まい・生活
支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築実現に向け、多方面から取り組んでいます。
　本会では、地域での住民主体の介護予防活動のさらなる充実のために生活支援サポーターを養成していま
す。今年度は２９名の方が生活支援サポーターとして登録されました。

生活支援サポーター養成講座を受講し、登録されたサポーターさんの“活動の場”を紹介します。　

『サポーターとしてこんな活動をしてみたい！』

・買い物等で困っている人のお手伝い
・ものづくりカフェ
・スクエアステップ
・保育園児との交流
・ウォーキング倶楽部
・カラオケのつどい

『サポーターとしてこんな活動をしてみたい！』

・買い物等で困っている人のお手伝い
・ものづくりカフェ
・スクエアステップ
・保育園児との交流
・ウォーキング倶楽部
・カラオケのつどい

【受講アンケートより】
□自立した生活をするために、介護予防に留意しながら自分のできることを少しずつやっていきたいと思い
　ます。
□高齢社会を乗り越えていこうといろいろと取組みされていることを知り、勉強になりました。　　
□認知症について正しい理解を再確認できたかなと思いました。
□誰もが住みなれた場所で助けを借りながら生活できるといいですね。
　どんな場面、どんな相手にでも傾聴の姿勢は大事ですね。

　これまで実施してきた養成講座により、現在日向
市では２７５名の方が生活支援サポーターとして登
録され、各地域で活動しています。本会では、登録
後のサポーターが自身の好きなことや、やりたいこ
と等、無理のない範囲で活動できるよう活躍の場づ
くりとサポートを行っています。　
　気になる活動等ありましたら、お気軽にご連絡く
ださい。

第１回講座　【日時】令和８年１月２８日（水）
　　　　　　【内容】１．生活支援サポーターの役割について
　　　　　　　　　　 ２．日向市の介護保険制度・介護予防について

第２回講座　【日時】令和８年２月４日（水）
　　　　　　【内容】認知症サポーター養成講座

第３回講座　【日時】令和８年２月１８日（水）
　　　　　　【内容】１．修了証授与
　　　　　　　　　　２．講座の振り返りと今後の活動について

認知症サポーター養成講座
『認知症の正しい理解と対応について』

講師　日向市認知症初期集中支援チーム
　　　桜川　淳也　氏

認知症サポーター養成講座
『認知症の正しい理解と対応について』

買い物支援 ごみ出し買い物支援 ごみ出し

講師　日向市認知症初期集中支援チーム
　　　桜川　淳也　氏

２９名のサポーターが誕生しました！２９名のサポーターが誕生しました！

生活支援サポーター養成講座を受講し、登録されたサポーターさんの“活動の場”を紹介します。　

担当   地域福祉課　地域支援係　

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

（
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
）

いきいきサロン

ごはん倶楽部

コミュニティカフェ

スクエアステップ

移動支援

てつだっちゃろ会

百歳体操

草むしり

ごみ出し

買物代行

あいのりサポーター
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令和８年度の加入申込みがスタートしました！

ボランティア保険への加入手続きはお済ですか？？

　令和８年度の事業計画および予算案について共有することを目的に「臨時総会」を開催しました。新年度のス
タートと同時に、具体的な活動へとつなげていきます。

［施策方針①］日常生活圏域に連携・協働の場をつくる
▶自治会や民生委員児童委員と社会福祉法人・福祉施設等がつながり、より身
　近な地域での連携・協働をすすめる。

［施策方針②］地域生活課題の発見と情報共有を進める
▶法人が日頃の事業・活動を通じて把握した地域生活課題や自分の組織だけで
　は対応できない課題を連絡会等で共有する。
▶出張相談窓口を設けるほか自治会等の集まり、サロン等の地域福祉活動の場、
　学校等に積極的にアプローチし、地域生活課題の把握に努める。

［施策方針③］地域生活課題の解決に向けた具体的な事業・活動を実施
▶連携・協働の場で共有された地域生活課題を踏まえ、地域のニーズに応じた
　具体的な事業・活動を実施する。
▶社会福祉法人・福祉施設が持つ機能や専門性、強みを活かす。　　担当：林

　日向市社会福祉施設等連絡会（施設連）では、高齢・児童・障がい児者の各分野ごとに部会を組織し、専門的
な研修会や情報交換会を定期的に開催しています。加盟施設同士の分野を超えたつながりづくりや、地域課題の
解決に向けた取組みを今年度も計画・実施していきます。

ボランティア活動保険

【特　　徴】

詳しくは、担当者までお問い合せください。　　担当：児玉

令和7年度 臨時総会

研修会の開催

令和7年度 臨時総会

研修会の開催

令和８年度 施策方針

ボランティア行事用保険

事
故

食
中
毒

熱
中
症

ボランティア活動中の様々な事故に備えて、
ボランティア保険に加入しましょう。

日本国内でのボランティア活動中におこる様々な事故
に対する備えとして、無償で活動するボランティアの
方々を対象とした保険です。

【補償期間】
令和８年４月１日～令和９年３月３１日
※手続きが完了した日の翌日から補償開始

【保 険 料】
● 基本プラン … ３５０円
● 天災・地震補償プラン … ５００円
※１名あたりの年間保険料

【特　　徴】
地域福祉活動やボランティア活動の一環として行う各
種行事における様々な事故に対する保険です。

【補償期間】
行事開催期間中

【保 険 料】
● 宿泊を伴う行事 …  ２４１円～３５４円
● 宿泊を伴わない行事 … ２８円～２４８円
※１日・１名あたりの保険料
※行事の内容、宿泊日数によって保険料が異なります

令和７年度 日向市社会福祉施設等連絡会臨時総会を開催しました
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指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。す管 ととししてて日向市からら管 を受託ししてて、、事 営を行っってていいます。日 をを 託をて かから て 運運営営をを行 て定 向定 営指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。

：52-8443

：66-1177

日知屋児童センター
ひ　ち　やじどうせんたー

日知屋児童センター

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

『かわいい♡手形・足形アート』（幼）

☆大人気の手形・足形アートで、
　かわいい成長記録を残してみませんか？
　時　　間：１０：３０～１１：３０
　定　　員：親子 7組
　

５月9日（土）

５月8日（金）・１３日（水）・１８日（月） 
『ワークショップ～感謝を伝えるプレゼント作り～』（全）

☆『ありがとう』の気持ちをプレゼントに込めて伝えよう！
　時　　間：①１５：３０～１６：００
　　　　　　②１６：００～１６：３０
　定　　員：各６名

『初心者向けのバク転教室！～後ろに跳ぶと前向

　きになれる！～』（小・中・高）

☆憧れのバク転で、君もヒーローになれる！
　時　　間：１４：００～１５：００
　定　　員：１０名

６月6日（土） 

６月17日（水） 
『おはなしねいろ＆親子リトミック』（幼）

☆絵本と音楽のコラボレーション！いつもと違う絵本
　の世界に飛び込もう♡
　時　　間：１０：３０～１１：３０
　定　　員：親子１０組

５月１8日（月）
『安全教室 (地震避難訓練 )』（全）
☆地震が起こったときの避難訓練をします。
　「自分の身を守るためにどうしたら良いか」を一人ひとり
　真剣に考えてみます。
　時　　間：１５：３０～１６：３０
　定　　員：なし

Instagramで
情報発信しています♪

・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・

行事はいずれも無料で参加できますが、必ず事前
にお問合せください。
定員になり次第締め切りとさせていただきます。幼児親子 　 　9:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00

一般児童　 10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00
　　　　　　(15 分前から片付けをします )　　　　
　
閉館日　 日曜日・祝祭日
　　　　 年末年始（12月 28日～ 1月４日）

地域・校区に関係なく、18歳までの児童・生徒は
自由に利用できます。

※対象者の表記について
　・幼・・・幼児親子　　・小・・・小学生　　　
　・中・・・中学生　　　・高・・・高校生
　・全・・・幼児親子、小学生、中学生、高校生

５月２７日（水） 
『ちびっこ運動会』（幼）

☆はいはいかけっこ♪よーいどん！
　ミニミニ運動会を楽しみましょう♪
　時　　間：１０：３０～１１：３０
　定　　員：親子１５組

６月２０日（土） 
『ニュースポーツにちょうせん』（小）

☆みんなで元気に楽しく体を動かしましょう♪
　時　　間：１４：００～１５：３０
　定　　員：２０名

６月１３日（土） 
『びゅんびゅん！たけとんぼ』（小）

☆びゅんびゅん！遠くまで飛ばせるかな？
　竹とんぼ遊びを教えてもらいましょう♪
　時　　間：１４：００～１５：３０
　定　　員：２０名

利用時間
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香典返し・一般寄付ありがとうございました。

令和８年２月分〈香典返し〉敬称略

喪　主（または寄付者） 故　　人 地　区
油 地 厚 子

東 　 米 子

細 川 広 美

松 木 一 則

岩 里 邦 彦

髙 橋 多美子

松 本 美保子

柏 田 千代子

河 野 　 浩

壹 岐 寿弥子

山 本 美千代

髙 尾 せつ子

油 地 春 美

東 　 チヨ子

稲 田 洋 子

松 木 シヅヱ

岩 里 トキノ

髙 橋 末 春

松 本 末 廣

柏 田 昭 英

河 野 春 吉

壹 岐 文 人

山 本 孫 春

髙 尾 範 人

堀 一 方

迫 野 内

向 江 町

中 村

切島山1

永 田

亀 崎 東

曽 根

往 還

新 財 市

新 財 市

福 瀬

喪　主（または寄付者） 故　　人 地　区
成 合 節 代
成 合 　 新
緒 方 枝 見
甲 斐 　 徹
綾 　 芳 男
菅 原 裕 実
大 城 幸 子
和 田 結 花
木 本 睦 美
黒 木 展 子
小 林 英 明
森 腰 英 信

成 合 達 廣
成 合 和 子
緒 方 　 昇
甲 斐 喜美代
綾 　 　 修
赤 木 ミヤ子
富 山 ハナ子
和 田 和 也
木 本 マツヱ
黒 木 美幸己
小 林 陽 子
森 腰 承 鳳

亀 崎 中
亀 崎 中
中 原
金 ケ 浜
切島山１
川 路
曽 根
下 原 町
高 砂
秋 山
山 下
北 町 2

令和８年３月分〈香典返し〉敬称略

令和８年２月分〈一般寄付金〉敬称略　　　　　

有限会社天領うどん本店

ひゅうが向洋会

　金一封　　

49,567円

氏　　名 金　額

令和８年３月分〈一般寄付〉敬称略　　

細島小学校 　4,016円
氏　　名 金　額

　創立６０周年記念事業の一環としてご寄付をいただき
ました。心より感謝申し上げます。社会福祉の増進に役立
てさせていただきます。

　下記の団体よりご寄付をいただきました。ありがとう
ございました。

　ひゅうが向洋会解散に伴うご寄付をいただきました。
心より感謝申し上げます。いただいたご厚意は、社会福祉
の向上のために役立てさせていただきます。

　今年の春は桜やツツジ、芝桜などが、一斉に咲きそろ
った年のような気がします。春の暖かさとともに、花々
が一斉に開く様子は、季節の移ろいを一層感じさせて
くれます。 春になり、進学や就職などで環境が大きく変
わった方もおられると思います。新しい環境に慣れるま
でには期待や不安などさまざまな思いがあるかもしれ
ません。 
　本会でも４月に人事異動を行い、事業担当者が交代
した部署もございます。それぞれの担当者が新しい役
割に取り組み、皆さまへのサービス提供に努めてまい
ります。よろしくお願い申し上げます。　
　　　　　　　　　　　　　　　　編集：局長（大野）

ご寄付者紹介

有限会社天領うどん様

 ひゅうが向洋会様


